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研究成果の概要（和文）：　本研究は、実社会に資するコミュニケーション能力の学修のためのプログラムを設
計し、実施の上、それを評価することを目的とした。そのため効果的な育成方法について、これまでの研究成果
を基盤に学修プログラムを設計し、実施の上、学修者に対して調査を行った。その結果、本学修プログラムで
は、学修者自身が自己課題を認識し、主体的に知識、技能、態度を向上させていく特徴がみられた。また、基礎
を基盤とした応用的学習が実社会へのスムーズな移行に結びつき、職場での応用が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to design, implement, and evaluate a learning 
program for fostering communication skills that contribute to the real world. To this end, we 
designed a study program based on results of previous research on effective training methods and 
conducted a post-treatment survey of the students. Results found that the program was characterized 
by students' recognition of their own issues and proactive improvement of their knowledge, skills, 
and attitudes. In addition, applied learning based on basic communication learning led to a smooth 
transition to the real world, suggesting practical applications in the workplace. 

 

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、大学生に対して、実社会で役立つコミュニケーション能力を育成するため、これまでの研究成果
を基盤に学修プログラムを設計し実施した。その上で、学修直後、就職活動終了後、そして就職後に学修者に対
して調査を行った。その結果、本学修プログラムの特徴や学修の意味や意義が明らかになった。このように、実
践的な研究として実施し、また、社会で重要視されるコミュニケーション能力に関する教育方法を提案できたこ
とから、学術的および社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
文部科学省の「学士力」や経済産業省の「社会人基礎力」にみられる通り、実社会で役立つ有

為な人材の育成が大学に求められている。そのため、実社会に出る前の学生だけでなく、社会人
になった卒業生が、大学時代のこれらの学修経験を、どのように受け止め、効果があるのか検討
していく必要がある。しかしコミュニケーション能力の育成に関する研究は極めて少なく、さら
にコミュニケーションに関する学修内容を検討し、その実施による実社会での効果について検
証した研究はみあたらない。 
報告者は、これまで話のわかりやすさ（例えば内田 2005）や印象（例えば洪 1993）に関連が

深い「音声」に注目し、大学生のための音声行動学習プログラムを開発し、実施の上、分析・評
価をしてきた（平野 2010 など）。これらの成果を踏まえて、「コミュニケーション能力向上のた
めの音声表現スキル学習プログラムの開発と評価」の研究を進めてきた。「音声」というミクロ
の視点を捉えて協同的な PBL 型の授業を実施し、音読から朗読への変化という音声表現スキル
だけでなく、授業への受動的な参加から能動的な参加への変化、人前で話すことに対しての苦手
意識の克服、授業外での応用など、関連する多くの肯定的な効果に繋がっていることが明らかに
なった。また、中央教育審議会（2012）は、「学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯学
び続ける力を習得できる」と述べているが、数多くの主体的な学修体験が必要であり、これまで
「音声」に焦点化してきた研究枠組みを広げ発展させ、「コミュニケーション」に注目し、この
能力育成に向けて、学修プログラムの開発と評価をしていくことが必要であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、実社会で役立つ学修プログラムを開発するために、「コミュニケーション」関連
の複数の授業に、社会で求められている能力、「動機づけ」や「環境」等の理論、報告者のこれ
までの研究成果を反映させ、関連の諸能力の育成につながる学修プログラム（複数の授業から構
成）を設計し、実施の上、ⅰ）受講生、ⅱ）学修プログラム内の複数の授業を履修し、就職活動
を終えた学生、ⅲ）学修プログラム内の複数の授業を履修してきた卒業生（社会人）の認知面、
感情面、行動面について調査・分析し、各学修および学修プログラムの効果を明らかにすること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）これまでの研究知見に加えて、大学生の就職活動とその支援の状況からコミュニケーショ
ン能力育成に向けて考察をしたうえで学修プログラムを設計した。その考察にあたっては、大学
生の就職活動、大学におけるキャリア支援、正課におけるコミュニケーション能力育成の視点か
ら検討した。その上で、学修プログラムを設計した。 
（2）設計した学修プログラムを実施し、授業ごとに自由記述を中心にしたアンケート調査を実
施し、学習者の認識面から学修プログラムの特徴を検討した。 
（3）就職活動を終えた学修者（4 年次生）に対して半構造化面接を実施し、発話記録から作成
した逐語録をデータとし質的データ分析手法 SCAT（大谷 2019）を用いて分析し、学修プログラ
ムの有用性を検討した。 
（4）コロナ禍によって、学修者の状況に変化があることが考えられたため、大学でのコミュニ
ケーション能力育成に向けて、学修者の変化と指導上の留意点について検討した。まずコロナ禍
によるコミュニケーションへの影響を検討するため、マスク着用と身体的距離の確保による影
響と、自発的コミュニケーションへの影響を概観した。次にコミュニケーションに関する実践的
学習に関する影響を検討するため、児童生徒のコミュニケーションの機会や学校での実践的活
動、さらにコミュニケーション能力育成に関連する心の問題について考察した。 
（5）本学修プログラムの学修者である卒業生（新入社員）に対し半構造化面接を実施し、発話
記録から作成した逐語録をデータとして質的データ分析手法（大谷 2019）を用いて分析した。
その上で本学修プログラムを評価した。 
 
４．研究成果 
（1）学修プログラムの設計 
 ①大学生の就職活動とその支援からコミュニケーション能力育成に関して検討した結果、正
課において、日本語能力の向上、プレゼンテーションの方略、苦手意識や緊張感などの克服、他
者とのかかわりに基づいた思考の言語化、ビジネスマナーの知識と習慣化の支援が必要である
ことが推察された。また、正課において授業者が留意することは、動機づけおよびモチベーショ
ンの維持、他者との交流の充実、授業と実生活を結び付けた継続的な支援が必要であることが考
えられ、学修プログラム設計に向けての示唆を得た。 
②学修プログラムの設計においては、3 つのモデル（図１）と全体像（図２）を設定した。前

者では、これまでの経験や授業での実践を省察し、経験からの知識と、授業者や他の学修者など
外部からの知識によって相互作用的にコミュニケーションに関する知識を獲得していく「相互



作用モデル」、日本語表現、プレゼンテーション方略、思考の言語化に関する能力向上を、細分
化、仮想、現実という三層で授業を展開していく「三層積み重ねモデル」、苦手意識の克服、学
習意欲の向上、自信、責任、倫理の形成などがスパイラルに向上していくことを意図したスパイ
ラルモデルである。後者では、基礎的な科目から応用的な科目まで、また、コミュニケーション
に関する多様な視点で学修を可能とするとともに、「動機づけの維持」「他者との交流」「実生活・
他の授業」を各授業に採用するようにした。学修プログラムの内容は、口頭表現の基礎学習、「書
く」ことを通しての日本語表現の学習、プレゼンテーションの学習、統合的学習の 4 項目とし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 3 つのモデル 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 全体像 
 
（2）学修プログラムの特徴 
 学修プログラムの特徴は、各科目の学習内容を中心に、知識、技能、態度において、学修者自
身が主体的に自己課題について多様に獲得していくことにあった。 
（3）学修プログラムの有用性 
就職活動を終えた学修者の認識面から、学修プログラムの実践によって、以下 3 点の意義が推

察された。①「人前で話す」学習では、多様な内容・方法で練習を繰り返してきたことから、緊
張感ある就職活動においても、冷静に状況を判断してコミュニケーションを取っていくことや、
初対面の他の就職活動生とともにディスカッションをしたり、協同的に企画を考えプレゼンテ
ーションをしたりと就職活動でも応用していくこと。②「書く」学習では、基礎を基盤とした応
用練習が、就職活動へのスムーズな移行に結びついていくこと。③「統合的な学習（ラジオ番組
制作）」では、望ましい音声行動への意識の変化に結びついていくこと。 
（4）指導上の留意点 
コロナ禍を経験してきた大学生に対するコミュニケーション能力育成に関する課題として、

コミュニケーションに関する能力差の拡大、実践的学習に関する経験の少なさ、コミュニケーシ
ョンに関する消極的な者の存在、心の問題を抱えた者やその経験者の存在という 4 つの状況が
みられた。それに伴いコミュニケーション能力育成において、次の 8 点について留意していく必
要性が推察された。①学習者は実践的学習経験が極めて少なく、心の問題を抱えている者がいる
可能性を踏まえ、学修者の実践的学習に関する認識等を把握できるよう準備しておく必要があ
る。②心の問題を抱えている学修者などに配慮しながらも過剰にならないよう、すべての学修者
にとって有益になるよう取り組んでいく必要がある。③心に問題を抱えていた、ないしは問題が
継続している学修者が、これまで以上に教室にいることを踏まえ、グループ編成に留意する必要
がある。④学習意欲や能力差が広がっている可能性を踏まえ、指導者はファシリテーターとして
学修者が望ましい方向に向かえるように努める必要がある。⑤対人コミュニケーションや人前
での発話に対して苦手意識が強い学修者や、実践的な学修経験に対する不安感を持つ学修者が
多いことを踏まえ、動機づけを丁寧に実施していく必要がある。⑥学修者同士のコミュニケーシ
ョンや実践的な学修に対して肯定的になるよう導き、学修者が意欲や楽しさなどをもった段階
で、高度な内容・方法に移行していく必要がある。⑦実践的学習の経験不足を補足するため、よ
り多くの教示など「外部からの知識」が必要である。⑧相手視点の明瞭な発話方法に関して、高
度なスキルを身につけている者が多数いることが考えられるため、この発話方法について「経験
からの知識」として活用することが可能である。 
（5）学修プログラムの評価 
 学修者である卒業生（新入社員）の認識面から、本学修プログラムの学修者は、就職活動時
だけでなく、新入社員としての職場でのコミュニケーションにおいても、緊張感の緩和や安
心感、さらに自信を持ち、技能面においても、在り方の考察も含め、学修を応用していくこ



とが示唆される。すなわち、本学修プログラムは、大学から実社会への移行において、コミ
ュニケーションに関する感情面と技能面を中心に有用であると言える。 
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